
【様式】 
令和７年度 学校マネジメントシート 

 
学校名（ 三重県立石薬師高等学校 ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

○ 自主・・・自ら努力して学び、自分の進路を自分で切り拓く生徒を育てる学校 
○ 創造・・・地域から信頼され、強い責任感を持ち、将来の社会に貢献する生徒を育 
        てる学校 
○ 敬愛・・・笑顔にあふれ、人を思いやる豊かな人間性を持つ生徒を育てる学校 

(2) 

育みたい資質・
能力（育みたい
生徒の姿） 
 
【グラデュエーシ
ョン・ポリシー】 

○ 基礎基本の学力を身につけ、主体的に学習に取り組み、生涯にわたり学ぶ力 
○ キャリア教育を通して自己の進路について考え、社会の一員として貢献できる力 
○ 豊かな人間性を身につけ、積極的にいじめ防止に向けて行動できる力を育てる。 

ありたい 
教職員の姿 

○ 互いに声を掛け合い、協力し合って、「チーム」として教育活動に取り組む教職員 
○ 授業を大切にし、研鑽を重ねて、授業力向上に取り組む教職員 
○ 生徒に寄り添い、笑顔と元気を絶やさず、丁寧に粘り強く生徒の指導に取り組む 
教職員 

 
２ 現状認識 

(1)学校の価値を提
供する相手とそこ
からの要求・期待 

【生徒】  
〇 いじめや暴力のない安全で安心な学校 
〇 達成感や満足感が感じられる充実した高校生活 
〇 基礎学力の定着 
〇 進路実現 

【保護者等】  
〇 いじめや暴力のない安全で安心な学校 
〇 進路実現 
〇 高校卒業後の自立に向けた学力の定着と社会性の涵養 

【地域】 
〇 公共心やマナーの育成 
〇 地域に貢献する人材の育成 

【進路先】  
〇 社会的・職業的自立に必要な資質・能力の育成 

(2)連携する相手と
連携するうえでの
要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 
【保護者等】  
〇 教職員のきめ細かな指導や支援 
〇 学校の取組や生徒の様子の見える        

 化 
【地域】  
〇 地域に貢献する人材の育成 
〇 生徒の地域行事等への参加 

【進路先】 
 〇 社会的・職業的自立に必要な資質・

能力の育成 
【出身中学校】 
〇 基礎学力と基本的な生活習慣の定 

着 
〇 教職員のきめ細かな指導や支援 
 

【杉の子特別支援学校石薬師分校】 
〇 生徒や保護者が安全安心を感じら

れる学校 
〇 身近な共生社会として、学校行事

等での両校生徒の交流 

【保護者等】  
〇 教育活動への理解と協力 
〇 学校との連携強化 

【地域】  
  〇 職場体験等、キャリア教育の推進に

向けた協力 
  〇 生徒の地域行事等への参加協力 
【進路先】 
〇 職場体験等、キャリア教育の推進に

向けた協力 
【出身中学校】 
〇 基礎学力と基本的な生活習慣の定   
   着 
〇 生徒が充実した高校生活を送れるよ

う連携を強化 
【杉の子特別支援学校石薬師分校】 
〇 特別な支援を要する生徒の指導に係

る助言 
〇 両校の相互理解 



(3)前年度の学校関
係者評価など 

〇  生徒指導上の問題行動への対応は、問題が発生した後の事後指導に追われている
ように感じる。生徒が主体となった取組を行うなど、未然防止に係る取組を推進し
ていくことが必要である。 

〇  時間外勤務を削減するなど、教職員が働きやすい環境を整える必要がある。業務
の見直しや定時退校日を実行性のあるものにするなど、改善が求められる。 

〇  併設する杉の子特別支援石薬師分校と良好な関係を築くためには、両校の生徒・
保護者・教職員が互いを知り、理解することが必要である。 

(4)現状
と 
課題 

教育活動 

〇 学習習慣が十分身についていない生徒が在籍していることから、「わかる授業」を
通じて、学ぶ楽しさを実感し、学習の仕方をつかむことができる授業づくりへの継
続的な取組みが必要。 

〇 安全で安心な学校生活を送るために、支援を要する生徒がいることから、スクー
ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、発達障がい支援員等の専門人材を
積極的に活用することが必要。 

〇 教職員は、生徒の気持ちに寄り添いながら、丁寧で粘り強い指導をしている。教職
員は問題を一人で抱え込むことなく、「チーム石高」の一員として、学校組織で対応し
ていく気運を一層推進させることが必要。 

〇 生徒一人ひとりが進路実現に向けて、自主的・自発的に取り組むことができるよ
う、３年間を見通したキャリア教育の充実に努めることが必要。 

〇 本校生徒と同じ校舎で学ぶ杉の子特別支援学校石薬師分校の生徒が、安全安心を
感じられる学校づくりが必要。 

学校運営等 

〇 教職員は、学習面や生活面等の教育活動を通じて、生徒に丁寧で粘り強い対応を
心掛けている。それに伴い、教職員一人ひとりの負担が増している。業務の整理や
効率化等による総勤務時間の縮減に向けた更なる取組が必要。 

〇 併設する杉の子特別支援学校石薬師分校との連携を拡充し、それぞれが持つ教育
の専門性や機能を生かした取組ができるよう、交流や情報交換等、一層推進するこ
とが必要。 

 
３ 中長期的な重点目標 

教育活動 
 

【カリキュラム・ポリシー】 

〇 生徒が学習することの意義を理解し、自主的・自発的に学習に取り組むことができ
るよう、一人一台端末を効果的に活用して、基礎学力向上に特化した学習活動や個
に応じたわかりやすい授業を展開する。 

〇 生徒が社会の中で自分らしく生きていくために、探究的な見方・考え方について、
教科を横断した授業研究を推進するとともに、図書館利用を促進して読書に親しむ
ことで確かな学力や豊かな人間性を育成する。 

〇 生徒が進路実現を果たすため、本校独自のキャリア教育プログラム「サクラサク・プ
ラン」を中心に、総合的な探究の時間における進路学習や事業所・関係機関と連携し
た体験活動を充実することで、３年間を通じたキャリア教育・進路指導を実践する。 

〇 生徒が互いに励まし合いながら成長していくための仲間づくりを大切にするとと
もに、自己の可能性や適性について自覚を深めるための働きかけを行うことで生徒
の行動や意識の変容を促し、社会人として求められるマナーやルールの定着、コミュ
ニケーション能力の育成を図る。 

〇 いじめが起きにくい、いじめを許さない環境づくり、いじめの早期発見と早期対
応を行うため、生徒によるいじめ防止活動への積極的な参加、いじめ問題解決に向
けた実効性のある組織体制づくりを強化する。 

〇 本校生徒が杉の子特別支援学校石薬師分校の生徒とつながり、共に学び、支え合
い、成長できるよう取組を推進する。 

学校運営等 

〇 教科指導や生徒指導、進路指導等のすべての教育活動において、教職員が一体と
なって取り組み、やりがいを持って職務を遂行できるよう、教職員同士が日常から
互いに声を掛け合い、協力し合うとともに、知識やノウハウ等を共有し、互いに教え
合い、高め合うなど、「チーム力」の高い集団づくりを行う。 

〇 地域社会から信頼される学校づくりを推進し、学校が生徒にとって安心して楽しく
通える魅力ある環境となるよう、家庭・地域と連携しながら、校内、学校周辺、通学路
の美化活動や環境整備に努めるとともに、大規模災害に備えるための防災教育や危
機管理体制づくりを推進する。 

 



４ 求める生徒像 
入学時に期待される
生徒の姿 
 
【アドミッション・ポリ
シー】 

〇 志望動機が明確で、高校生活に目的意識を持つ生徒 
〇 規範を守り、学校生活に積極的に取り組める生徒 
〇 基礎的な学力と学ぶ意欲を備え、向上心を持って学習する生徒 

 
５ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 
授業力の向
上・学習指
導の充実 

〇 「石薬師高校版インクルーシブ教育システム」を活用
し、ユニバーサルデザインの視点に基づき、全教職員
が共通理解のもと、統一したスタイルで授業を進める
ことにより、生徒が安心して授業を受けることができ
るしくみづくりを進める。 

 
〇 学び直しとわかる授業の実践を通して、生徒の基礎
学力を定着させる。 

 
 
 
 
 
〇 授業やアサガク、その他活動における一人一台端末
の積極的な活用と探究学習および観点別学習状況評
価の充実を図り、生徒の学習改善につなげる。 

 
 
 
 
〇 授業力向上週間を設定し、生徒の学習状況を踏まえ
ながら、教職員が教科を越えて学び合い成長するた
めの授業研究を行う。 

 
 
 
【活動指標】 

授業の始めに授業のねらいと目標を明示するなど 
 見通しを示している教職員の割合          100％ 
 
 
 
【活動指標】 

教職員の授業研究への参加             １回以上 
 
 
 
 
 

〇全教職員で「石薬師高校
版インクルーシブ教育シ
ステムに取り組み、毎学
期末に振り返りを行い、
改善につなげた。 

 
〇特に国語・数学・英語に
おいて、習熟度別の少
人数授業や長期休業期
間中に補習等を実施す
ることで、生徒の基礎学
力向上に努めた。 

 
〇授業やアサガク等で、一
人一台端末の活用を推
進し、生徒の主体的な学
びの実践に努めたが、
その定着に課題が見ら
れる。 

 
〇授業力向上週間では、教
科の垣根を越えて、互
いの授業を見て意見交
換し、授業改善につなげ
ることができた。 

 
 
◆「本時授業のねらい・目
標等を明記している」と
回答した教職員の割合 

76.0％（前年度92.9.%） 
 
 
◆「授業見学の参加1回以
上」と回答した教職員の
割合 

100%（前年度100%） 
 
 

◎ 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【成果指標】 
学校満足度調査で授業内容の理解について肯定的

な回答をした生徒の割合               80％以上 

◆「授業内容を理解でき
る」と回答した生徒の割
合 

81.3%（前年度77.4%） 
 
「授業に満足している」
と回答した生徒の割合 

86.8%（前年度88.3%） 

 
◎ 

生徒指導の
充実・豊か
な人間性を
育む教育の
充実・命の
尊さを理解
しいじめの
ない学校の
実現 

〇 「石薬師高校版インクルーシブ教育システム」を活用
し、生徒への声のかけ方等、全教職員が一致した考え
方で指導にあたり、生徒の心の成長を促す。 

 
 
 
 
 
 
 
〇 生徒の些細な変化を見逃さず、気になる生徒には
教職員が積極的に声掛けを行い、必要に応じて面談
や家庭と連携した対応を行う。 

 
 
 
〇 生徒同士が、お互いの人権を尊重し、思いやりの心
を持って、いじめや暴力のない安全で安心な学校づ
くりに努める。 

 
 
 
 
 
〇 模範生徒表彰制度を継続し、真面目に努力する生徒
を激励するとともに、生徒の意識の醸成を図る。 

 
 
 
〇 挨拶運動や清掃活動、安全安心な学校づくり等、生
徒が主体となった取組を推進する。また、生徒会役員
等が中心となり、杉の子特別支援学校石薬師分校の
生徒との交流を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【成果指標】 

学校満足度調査で学校生活の安心感について肯定
的な回答をした生徒の割合          80％以上 

 
 

〇「挨拶や声かけを生徒に
対して行っている」と回
答した教職員の割合 
100％（前年度100％） 

 
「生徒のよい言動を認め
て声をかけている」と回
答した教職員の割合 

92.6％（前年度100％） 
 
〇全教職員で取り組んだ。
特に学年主任と担任が
中心となり、丁寧な生徒
や保護者対応を意識し、
実践した。 

 
〇本校と杉の子特別支援
学校石薬師分校の生徒
が、共に安全で安心な
学校生活を送れるよう、
生徒会活動や人権教育
等をとおして、規範意識
の醸成に努めた。 

 
〇毎学期初めに模範生徒
を全校生徒の前で表彰
し、表彰生徒の意欲向上
につなげた。 

 
〇挨拶運動や清掃活動、い
じめ防止の啓発活動等、
生徒会役員が中心とな
って、主体的な取組を推
進することができた。ま
た、生徒会役員が、分校
生徒と定期的に交流し
たり、本校の学校行事に
分校生徒が参加したり
するなど、昨年度以上に
交流を深めることがで
きた。 

 
 
◆「学校生活を安心して過
ごせている」と回答した
生徒の割合 

81.3%（前年度86.3％） 

◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 



【活動指標】 
模範生徒表彰の実施回数              ３回 

 
【活動指標】 
   生徒が主体となった挨拶運動の回数    ３回以上 
  生徒が主体となった学校周辺の清掃活動の回数 

３回以上 

 
◆３回実施 
 
 
◆挨拶運動  ６回実施 
  清掃活動  ２回実施 
  花いっぱい運動 

1回実施 
 いじめ防止啓発（ピンク
シール運動） ５回実施 

 
◎ 
 
 
◎ 

キャリア教
育（進路指
導）の充実 

〇 高校卒業後の自らの進路について、早期の段階か
ら意識ができるよう、入学時から必要な情報を提供
し、生徒の状況に応じたきめ細かな相談体制を構築
する。 

 
 
 
 
 
 
 
〇 生徒が目標を明確に持って進路実現をしていくた
めに、インターンシップや模擬就職活動を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 キャリア教育計画「サクラサク・プラン」を見直しなが
ら、系統的なキャリア教育、進路指導を実践する。 

 
 
 
【活動指標】 

個別・三者面談の実施                ４回 
 
【成果指標】 

学校満足度調査で目的意識の有無について肯定的
な回答をした生徒の割合           80％以上 

〇「サクラサク・プラン」（本
校独自キャリア教育プロ
グラム）を、各学年とも
計画どおり実施するこ
とができた。今年度の
就職試験では、応募前2
社見学、進路実現ウィー
ク等の取組により、内定
率 が 向 上 （ 一 次
89.2%、二次100%） 

 
〇昨年度に引き続き、鈴
鹿市役所と連携して 2
学年を対象にインターン
シップを実施するとと
もに、地元の事業所が参
加する就職フェアに出
席するなど、早期段階か
らの進路意識の醸成に
努めた。 

 
〇「サクラサク・プラン」の
更なる充実を図るた
め、一部内容を見直し
た。 

 
 
◆4回実施 
 
 
◆「高校進学の目的に学業
や高校卒業後の進路」と
回答した生徒の割合 

73.5%（前年度91.4％） 

◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

改善課題 
・  「石薬師高校版インクルーシブ教育システム」については、全教職員で取り組み、振り返りを通して課題の
共有が進んだ。一方で、生徒の努力を評価する肯定的評価の仕組みが十分とは言えず、基礎学力の定着や
学習意欲の向上につながる指導の工夫が課題である。 

・  日常的な挨拶や声掛けを通して生徒との関係づくりに努めているが、より安定した生徒指導の実現に向
けて、教職員の生徒対応スキル向上のための研修や支援体制の充実が課題である。 

・  「サクラサク・プラン」は校内に定着しているが、進路指導部と学年との連携強化が必要である。また、事業
所見学などのミスマッチ防止策を行っているものの、卒業後 1 年目の離職率が高く、実践的な指導や事前
準備の充実が課題である。 

 
 



（２）学校運営等 
学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 
備
考 

教職員のチ
ームワーク
の向上と不
祥事を許さ
ない職場づ
くり 

〇 教職員が互いに声を掛け合い、学年や分掌を越え
て協力して教育活動に取り組み、情報共有を密にし
て、何事も一人で抱え込まないようＯＪＴで学びあえ
る職場風土をつくる。 

 
 
 
 
 
 
〇 定期的にコンプライアンス・ミーティング、オフサイ
ト・ミーティングを実施し、不祥事を許さない、風通し
の良い職場づくりに努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 いじめの問題への対応等、多様化・複雑化する教育
課題について、教職員の指導力と対応力を強化する
ため、教職員研修会を定期的に実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
【活動指標】 

コンプライアンス・ミーティングの実施回数   ４回
オフサイト・ミーティングの実施回数        ３回 

 
【成果指標】 

教職員を対象にしたアンケートにおいて、教職員の
コミュニケーションが図れているということについて
肯定的な回答をした教職員の割合         100％ 

〇生徒指導上の問題行動へ
の対応では、「チーム学校」
を意識し、学校組織での対
応を実践できた。また、突
発的に発生した事案対応で
は、学年や分掌の垣根を越
えて、チームで迅速かつ丁
寧な対応につなげることが
できた。 

 
〇教職員が関わる不祥事が
あるたび、朝の打合せで全
教職員に共有し、注意喚起
するなど、普段から不祥事
を許さない機運の醸成に
努めた。また、今年度から
全教職員で「私のコンプラ
イアンス」（チェックシート）
に取り組み、毎月末の自己
評価と学年・分掌単位での
振り返りの場を設定した。 

 
〇年10 回来校するいじめ対
応アドバイザー（弁護士・臨
床心理士）を積極的に活用
し、効果的な生徒への指導
や支援につなげることがで
きた。また、アドバイザーに
よる教職員研修を2回実施
し、教職員のスキルアップ
を図った。 

 
 
◆11回実施 

1回実施 
 
 
◆「教員同士で話しあったり、
相談したりしている」と回
答した教職員の割合 
94.1%（前年度92.9％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
◎ 



保護者、地
域、中学校
等との連携 

〇 年度当初の保護者会で、保護者との連携体制につ
いて確認を行い、学校での生徒の様子、生徒の家庭
等での状況について、保護者との連絡・情報交換を密
にすることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
〇 「すぐーる」を活用して、保護者あてに学校からの情
報を確実に届けるとともに、生徒と保護者にわかり
やすい情報提供を心掛ける。 

 
 
 
 
 
〇 生徒が本校入学後に順調に高校生活のスタートを
切ることができるとともに、途切れることなく必要な
配慮や支援ができるよう、中学校や関係機関等との
情報共有を密にする。 

 
 
 
 
 
〇 地域社会に貢献できる人材育成に向け、更なる地域
の事業所や関係機関との連携に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇 本校教職員と杉の子特別支援学校石薬師分校の教
職員が交流する機会をつくるとともに、地域の小中
学校やまちづくり協議会が主催する行事に、生徒や
教職員が積極的に参画する。 

 
 
 
 
 
 
【活動指標】 

保護者懇談の実施回数                ２回 
 
【活動指標】 

家庭連絡を密にしていると肯定的な回答をした教職
員の割合                            100％ 

 
【成果指標】 

保護者対象アンケートで学校の様子がわかることに
ついて肯定的な回答をした保護者の割合 

80％以上 

〇年度当初に、保護者との連
絡・情報交換を密に行うこ
とを確認した。その結果、
保護者の理解や協力を得や
すくなった。また、担任を中
心に、その日起こった出来
事はその日のうちに保護者
へ連絡するよう心掛け、実
践した。 

 
〇「すぐーる」を活用し、学校
からの情報を生徒および
保護者に積極的に配信し
た。特に、修学旅行中の生
徒の様子をこまめに配信し
たことは、保護者から大変
好評であった。 

 
〇生徒に適切な指導や支援
ができるよう、日頃から警
察や児童相談所、市の福祉
主管課等の関係機関および
出身中学校と積極的に連携
を図り、本校だけで抱え込
まない対応を意識して実践
することができた。 

 
〇本校卒業生の約 8 割が就
職しており、その多くが地
元の事業所に就職してい
る。高校卒業後も事業所と
連携し、卒業生の就業状況
を定期的に把握するととも
に、事業所からの意見を本
校のキャリア教育に反映す
ることができた。 

 
〇本校と杉の子特別支援学校
石薬師分校の生徒会役員の
交流にあたり、両校教職員
間の協議や生徒指導担当者
間の情報共有等を日常的に
行っている。また、地域か
らのイベント等への参加依
頼については、日程の調整
が可能な限り、積極的に参
加することができた。 

 
◆２回実施 
 
 
◆「家庭連絡を密にしている」
と回答した教職員の割合 
94.3%（前年度91.7％） 

 
◆「教職員が生徒一人ひとり
にきめ細かい指導してい
る」と回答した保護者の割
合 
85.4%（前年度84.2％） 

◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
◎ 



教職員が働
きやすい環
境づくり 

〇 教職員が心身の健康を維持し、意欲的かつゆとりを
持って教育活動に取り組めるよう、時間外労働時間
の削減に努め、休暇が取得しやすい職場づくりを推
進する。また、校長面談やオフサイトミーティング等
で把握した業務削減や働きやすい職場づくりに関わ
る教職員の声を、積極的に反映する。 

 
 
 
 
 
 
〇 担任や分掌が担っている業務を見える化し、副担任
や他分掌のサポートを増やすなど学校全体で業務に
取り組む体制づくりを推進する。 

 
 
 
 
 
 
〇 デジタル採点システムなどＩＣＴを活用した業務の省
力化に取り組むとともに、過重となっている業務を
見直し、校務のさらなる精選を図る。 

 
 
 
【活動指標】 
設定した日の定時に退校できた教職員の割合  

100% 
 
 

【活動指標】 
予定どおり休養日を実施できた部活動の割合  

100% 
 

【活動指標】 
放課後に開催して60分以内に終了した会議の割合                                 

100% 
【成果指標】 
時間外在校時間が年360時間を超える教職員数  

０人 
時間外在校時間が月45時間を超える教職員の延べ
人数                                       ０人 

【成果指標】 
一人あたりの月平均時間外在校等時間 

10時間以下 
 

一人あたりの年間休暇取得日数       １5日以上 

〇毎月、定時退校日を設ける
とともに、当日に退校でき
なかった者については別
日に取得できる定時退校週
間を設定するなど、取得率
の向上に努めた。しかし、
十分な定着には至っていな
い。今後は、計画的な業務
遂行を日頃から教職員に意
識させるなど、取組の一層
の強化が必要である。 

 
〇毎日のショートホームルー
ムは、担任だけでなく副担
任も入って実施している。
また、出張等で業務に支障
が生じる学年や分掌がある
場合は、垣根を越えた教職
員のサポート体制が整って
いる。 

 
〇一部の定期考査でデジタル
採点を取り入れるなど、
ICT の活用が進んでいる
が、業務の省力化までには
至っていない。 

 
 
◆「設定した日に定時退校で
きた」と回答した教職員の
割合 
62.2%（前年度54.3％） 

 
◆１００％（前年度100％） 
 
 
 
◆73.9%（前年度70.4％） 
 
 
◆4人（前年度7人） 
 
◆35人（前年度46人） 
 
 
◆13.6時間（前年度14.5時
間） 
 
◆16.2日（前年度15.5日） 

◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
◎ 
 
 
◎ 

改善課題 
・  明るくまとまりのある教職員集団は本校の強みであるが、現状に満足せず、全教職員が一丸となって生
徒指導や支援体制のさらなる強化を図る必要がある。また、不祥事を未然に防ぐ職場づくりを継続して推
進することが課題である。 

・  学校だけでは対応が難しい事案も増えており、保護者や中学校、関係機関との連携の重要性が高まって
いる。担任を中心とした保護者との信頼関係づくりと、教職員間の情報共有・報告連絡相談を徹底し、関係



機関との連携をさらに強化することが課題である。 
・  突発的な事案対応によるストレスや業務の遅れが、時間外在校時間の増加につながる場合がある。教員
定数の減少も踏まえ、業務の効率化や支援体制の充実を図り、教職員が働きやすい環境づくりを進めるこ
とが課題である。 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 
改善課題と次への
取組方向 

・  「石薬師高校版インクルーシブ教育システム」の取組を継続し、生徒一人ひとりの努力
や成長を認める教育を充実させるとともに、基礎学力の定着や学習意欲の向上につ
ながる指導の工夫を進めてほしい。 

・  教職員の生徒対応スキル向上のための研修を充実させるとともに、教職員間の情報
共有を徹底し、安定した生徒指導体制の構築を図ってほしい。 

・  キャリア教育プログラム「サクラサク・プラン」を軸に進路指導部と学年の連携を強化
し、職業理解を深める取組を充実させるとともに、短期のインターンシップなど体験
的な学習の機会の導入も検討してほしい。 

・  学校と保護者の連携を強化するため、年度初めに担任が保護者へ電話連絡を行った
り、希望する家庭への家庭訪問を実施したりするなど、学校の指導方針を丁寧に伝え
る取組を検討してほしい。 

・  本校の強みである教職員のチームワークを生かし、生徒指導や支援体制のさらなる
充実を図るとともに、不祥事防止に向けた職場環境づくりを推進してほしい。 

・  業務の効率化や支援体制の充実を進め、教職員が安心して働くことができる環境づ
くりを継続して進めてほしい。 

 
７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について
の改善策 

・  「石薬師高校版インクルーシブ教育システム」の取組を継続・拡充し、生徒一人ひとり
の努力や成長を認める肯定的評価の仕組みを整備する。 

・  基礎学力の定着や学習意欲向上につながる指導方法の工夫を全教職員で共有・実践
する。 

・  教職員の生徒対応スキル向上のための研修やワークショップを充実させ、安定した
生徒指導体制を構築する。 

・  「サクラサク・プラン」を軸に進路指導部と学年の連携を強化し、職業理解を深める授
業や体験的学習の導入を検討する。 

・  生徒との日常的な関わり（挨拶・声掛け等）をさらに工夫し、生徒が安心して学べる学
習環境を整備する。 

学校運営について
の改善策 

・  教職員全体のチームワークを活かし、生徒指導や支援体制のさらなる充実を図る。 
・  不祥事防止のための職場環境整備を継続・推進し、リスク管理体制を強化する。 
・  保護者との連携を強化し、担任による年度初めの電話連絡や希望家庭への家庭訪問
を実施するなど、学校の方針を丁寧に伝える取組を行う。 

・  教職員間の情報共有・報告連絡相談（R-C-S）の徹底を図り、突発的事案対応への迅
速な対応と業務負担の軽減を進める。 

・  教員定数減少や業務量の増加を踏まえ、業務の効率化や支援体制を充実させ、教職
員が安心して働ける環境づくりを推進する。 

 


